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週 3 回の「人工透析」、 

前立腺癌、冠動脈狭窄、 

そして生体腎移植手術…… 
 

立て続けに襲い来る病と闘う 
「知の巨人」が考える患者学とは？ 

 

6 月 7 日（水）発売！ 

私はキリスト教徒なので生命は神から預かったものと考えている。神がこの世で私が果

たす使命が済んだと思うときに、私の命を天に召す。この世界に命がある限り、私にはや

るべきことがあると考え、仕事と生活に全力を尽くすようにしている。 

  現時点で腎移植まで進むことが出来るかどうかは、わからない。腎移植が成功すれば、

そこで長らえた命を自分のためだけでなく、家族と社会のために最大限に使いたいと思

う。（「まえがきにかえて」より抜萃） 



【本書の目次】 
はじめに──病と私 （佐藤優） 

第一章 医師と患者の「共同体」をどう作るか 
第二章「生き方の基礎」を見つけた場所 

第三章 今の「医学部ブーム」が危ない理由 
病と戦う──「異質なもの」との対峙 （片岡浩史） 
第四章 新自由主義が日本の医療を荒廃させた 
第五章 人はみな「死すべき存在」である 

＊貴媒体にてご紹介をご検討いただけますと幸いです。 

【本書のお問い合わせ先】 
編集担当：集英社インターナショナル 出版部 
電話 03-5211-2630 https://shueisha-int.co.jp/ 
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京都大学法学部卒という異色のキャリアを
持つ主治医との対話の中で語られる 
「生と死の」哲学──。 


